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安曇野市下水道事業運営審議会 会議概要 

１ 審議会名  安曇野市下水道事業運営審議会 

２ 日  時  平成25年5月14日 午後2時30分から午後4時00分まで 

３ 会  場  豊科総合支所 ２階第２会議室 

４ 出席者   等々力委員 大谷委員 小福委員 大内委員 布山委員  

平林委員 大月委員 

５ 市側出席者 宮沢市長 中野部長 中野課長 望月課長補佐 久田係長 

 麻田係長 

６ 公開・非公開の別 公開  

７ 傍聴人 ０人 記者 １人 

８ 会議概要作成年月日 平成25年5月15日 

協  議  事  項  等 

 
１ 会議の概要 
 （１）開会（中野課長） 
 （２）委嘱書の交付 
 （３）市長あいさつ 
 （４）自己紹介（委員・事務局自己紹介） 
 （５）会長及び副会長の選出 

     会 長 ： 大谷孝由委員 
     副会長 ： 平林トモ子委員 
 （６）会長・副会長あいさつ 
 （７）議事 
     ①平成25年度安曇野市下水道事業の概要説明について 
     ②消費税の引き上げに伴う下水道料金の改定について 
     ③安曇野市下水道事業会計（地方公営企業会計適用）移行について 
     ④報告事項 
       安曇野市公共下水道受益者負担金の時効に係る不納欠損について 
     ⑤その他 
 （８）閉会 

 
２ 審議概要 
①平成25年度安曇野市下水道事業の概要説明について安曇野市の下水道会計の
現状について 
事務局：資料により説明 

会 長：説明について質問はあるか。 

委 員：穂高地区の普及率の数字が水洗化率より小さいのは、普及率に対す 

る水洗化率か。 

事務局：そのとおり。 

委 員：豊科地区の受益者負担金が安い理由は面積が関係するのか。 

事務局：豊科地区は人口が密集する所が多く、効率的な整備ができるため。 
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②消費税の引き上げに伴う下水道料金の改定について 
事務局：資料により説明 

会 長：説明について質問はあるか。 

 委 員：消費税の値上げにより私たちの水の使い方に影響がでてくるのか。
かつて節水という話もでていたが。 

 事務局：水源について特に三郷地区は今後、より安定的に供給されるので 
影響はない。 

 
③安曇野市下水道事業会計（地方公営企業会計適用）移行について 
事務局：資料により説明 

会 長：説明について質問はあるか。 

     質問はない。今後順調に進むようお願いする。 
 
④報告事項 安曇野市公共下水道受益者負担金の時効に係る不納欠損について 
事務局：資料により説明 

会 長：説明について質問はあるか。 

 委 員：説明を受けて大変であったことは判るが、お金に絡むこととしては 
管理がずさんであったと言わざるを得ない。システムについて滞納 
処分が想定されていなかったとは基本的な取り組み姿勢ができてい 
ない。 
今後の対応では足を冷やし直接面談して状況把握しなければならな 

い。管理体制をどう考えていくのか。 
事務局：合併前から臨戸訪問を行い折衝はしてきたが、昨年10月からはシス 

テムも対応し、徴収体制も強化して未収金の縮減を図っていく。 
委 員：接続申請等があったときに調整はできないか。 
事務局：負担金未納者が接続を申請したときは、納付をお願いしながら進め 

る。 
委 員：接続申請がありながら、完了を未届のまま使用していることはない 

か。 
事務局：予定工期を過ぎたものについては現状を確認し、遡ってでも使用料 

はかける。 
  委 員：負担金は銀行振り込みと現金納付ではどちらが多いのか。 
  事務局：現金納付の方が多い状況。 

  委 員：口座振込みであれば確実に納付がされるであろうから推進したらど 
うか。 

  委 員：使用料の納付状況はどうなっているか。 
  事務局：使用料は料金センターで取り扱っており、納付率は99.5％を達成 
      予定。 

委 員：市街地において地形的に整備されていないところがあると聞くが。 
  事務局：人口が密集するところの整備は完了済み。今後は山麓地域での整備 

があるが、合併浄化槽との整備区域の見直しを行いながら整備す 
る。 

会 長：受益者負担金については、今後の対応をしっかりして、二度とこの
ようなことの起きないようにお願いする。 
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会 長：添付資料に内部調査委員会の報告書があるが 

  事務局：副市長を長とする内部調査委員会により計６回の検討をしてきた 
結果の報告。 
内容は先程の説明したことと重複する部分が多いため、委員の皆さ 
まにはご一読願いたい。 

委 員：開発された住宅団地のようなところも、下水道の整備はできている
のか。 

事務局：区域内、区域外であっても本管への接続ができる場所であれば公共 
マスの設置はできている。 

  委 員：下水道へ接続は何年以内にしなければならないとかあるのか。 
  事務局：水洗化されていない場合は３年以内での接続が法律で規定されてい 

る。 
 
 ⑤その他 
  会 長：その他で何かあるか。 
  事務局：今後は国の動向をみながらになるが、消費税による使用料改訂の 

件について審議会の開催をお願いする。 
 

  会 長：以上をもちまして本日の会議を終了する。 
 

 


